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緒　　言　・
　　様々な植物精油が古くから経瞼的に駆虫藥と
して慮用されて．來た極りでなく，駆虫作用ありと
いわれる民闇藥中には，植物精油を多量に含むと
思われるものが粗当数ある。ここに植物精油と駆
山作用との関連性が興味ある課題となる。
　　過去におV・て駆虫作用の研究された精油は，
「ヘノポヂ」油，「ユーカリ」油，「カヤプ1・　！一油，
「テレビン」油その他であり，　それらの成分たる
Ascaridoll，L’“1，4，5，f；），　CymoV，“］，：lvsdG，7，S　9＞，　EucalyptoliO　ll　12）
等につV・てはかなり多くの業績がある。更にLi－
moneガ・犯），”rerpineo14・　i2），　Thyrrユols，s・1’1，lr）・ユ4，15・lf；，IT），
Carvacro凹CalnPllerll151呂），　Borneolif；），　AlenthuV5，M、，
Alenthonisii9＞，　］Xtlenthylacetati5），　GuajacolS，L’O），　AIIyl－
sulfi酔等の精油成分についても駆虫作用が調べら
れている。
　　併し，植物精油およびその成分は種類がきわ
めて多く，今日までに駆虫作用の槍討されたもの
はほんのその一品詞過ぎない。　しかもこれ等が
異なった研究者によって，それぞれ異なった方法
で実瞼されて來た。從って過去の丈献から植物精
油成分の駆虫作用を比li交槍討することは困難であ
る。依って余はできるだけ多数の植物精油成分に
つき，同一用件で駆虫作川あ比較楡討を行わんと
志し，本研究を企てた。　　　　　　　　　　、
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　　駆虫薬の効力回忌に豚田虫を用いることが非
常に多）・。　Lamson21デ）等はこの方法が最も信頼し
得る生物学的効力下定法であるとしている。余は
先ず28種の精油三分鞭の豚回虫に対する作用を
上ヒ較槍卸した。
　　　　　　　　　　実子方法
　　居場で人手した豚蠣虫を実弟室で充分に洗1條して体壁
の滑物を除去し，赤味を帯び蓮二二譲なもののみを選んで
実瞼に供した。先ずこの虫回虫をBunge氏液（38℃）中に游
泳させて置き，順次に一槍藥液：申に移すことにした。
　　被楡藥として選んだ精汕成分は28種におよび，　これ
らを1％「アラビアゴム」加Bunge氏液に0．1％の割に混
じて振盤し乳濁液とした。この液の200ccを大型「ペトリ
シャーレ」に入れ，その中へ豚蝸虫を投入してその影響を
時間的に観禦した。また蝸虫の自発蓮田停止後浄㌧ちに新鮮
なBunge氏液巾に戻し，18時間後に難重力が恢復するか否
かを観禦した。この際蝸虫の浬搬には魔法瓶を使川し，ま
た総ての実瞼操作は38。Cの艀卵器内でおこない，温度に
よる影響のないように充分に留意した。なお，豚蝸虫はll唯
雄の別なく使用し，虫体の体長は最大4012cm，最小145
cm，体重は最大：7．1g，最小2．Ogであった。
　　一中，｛・ll）なる符号は蝸虫を堆にBunge氏液に游泳さ
せた際の白発蓮動の程度を表わしたものである。蓮動がそ
れよリ活濃になった場合は鯨または㈹で表わし，緩慢に
なった場合は㈹とし，　肯発浬動は停」Eしたが附了・棒に．よ
る器械的刺戟に対して反慮し蓮動を示す場合を（±）で表わ
し，この刺戟にもはや反慮を示さず完全に麻蝉した｝りこ態を
（一ノで表わした。
実験成綾および考察
　　対照実瞼：．1％「アラビアゴム」加1Bunge氏液（3δ℃）
巾における豚蝸虫の蓮動の時間的経過を観禦した。この場
’合蝸虫は3～4H問は正常と変らぬ自発蓮動を才ぴこない，
その後漸次蓮動は緩慢になり，大略1週間位で死亡した。
なお，精汕戌分に対する豚回虫の反磨には雌雄による差異
が認められなかった。
第1表　植物精汕成分の豚鯛虫におよぼす影響
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　　1．毒性：　各種被検液の豚蝸虫に対する．毒三性を蓮動
停止時間を以て示す．と第1．表のごとくである。すなわ’ち，
Chlorthymolは二」接性もつとも大で，「ヘノポヂ」il“，　Carva－
e．ro1，　Dihydroehavibetol，　Dihydroeugenol，　Thymol，　Ge－
raniol，　Mentliolはこれにつぎ，　Citronellol，　lsoeugenol
と1．soebavibetolとの混合物などはさらに劣り．，1」inalool，
Linaloolaeetat，　Terpineol，　Safrol，　Campher，　lsosafrol，
d－Limonen，　Chlorearvacrol，　Borneol，　1－Limonen，　Terpi－
nolen，　Menthon，　Menthoglycol，　p・Cymol，　a－Pi：ae血，工sQ－
pUlego1，　Geraniolなどはきわめて弱く，Eucalyptolはぽ
とんど対照と大差なかった。な駅り「ヘノポヂ」汕のAsca－
ridol　」）、外の成分の大；剖扮をv［：iめるp－Cymol．は，余の実験
ではきわ．めて作用の弱いことを知った．。　GuajacolS・20），α一
Pinen45，　d－LimQne’bオσよびTerpineola），　Eucalyptolio）
なξは試瞼瞥内の蜘虫を死滅せしめるのに長；時問を要する
と記載されているが，余の事績からもこオしらの作用の弱い
ことが明かである、Campherの作用強度が差．租大ではな
いことはすでにBachemユ1），田辺15）なども実証している。
Mentboli5）’C　Menthoni5），　Thymol・5・it｝，i4iid”，i6），　Carvaeroli4）
などに関する余の成績は，概ね丈献記載のそれと近似して
いる。　しかるにChlorcarvacrolに関しては，余の成績は
Lamson鋤の戌績と非常に相違している。この理由は被呼
物質の相蓮｝こ（融点1よLa．msonのが450～46。C，余のが39．5。
～41℃）甚つくのであるう。
　　p－CymolはOelkers5）によると豚蝸虫殺がが強いはず
であるが，余の成績ではこれが予想．外に弱い作∫．llを示した
に過ぎず，門馬筆s）．の成糸1ピと一＾致した系11ξ．果となっている。
これに反し，「ヘノポヂ」汕の助力はきわ．めて強大で，丈献
記載の成績．1：1，15・1．ti’）とよくF一一．・致している。この点から考郷し
て，「ヘノポヂ」汕の豚回虫殺力．オζp－Cymolによるのでな
いことは明かで，　岡：S），板東（りなどの・Ptyえを支持するも．の
である。
　　2＿自発運動におよぼす影響；　蝟虫の運動に対する
影響齢血鹿すると，その作川に弛四の差．はあっても，大体
つぎの2様の経過が見られた。　すなわ「ち，蹴なるBunge
氏液lllでは虫休をfilTし．て緩かなる波1伏：日動を示しr＝いた璽弼
?
虫が，
　　a）　精汕成分の適川直後あるいは暫時の後に自発蓮動
1［旺盛になる場合。　すなわち，　前端部あるいは虫体の中央
部を液面上に繋．ヒし，骨体の緊張は増加して虫体は「コイ
ル」｝伏，または蛇が‘‘とぐる　を巻いたように，あるいは
緬．が継れたようにtt　l’11．1して等軸し，時悶の経．過とともに尾
端の方から漸次浬動衰弱し，あるいは急激に衰弱して虫体
は伸展するにいたる場合である。この種の浬動を示すもの
にはGuajacol，　Dihydroeugenol，　Dihydrochavivetol，　Iso－
eugenolとIsochavibetolとの混合物，　Safrol，　Isosafrol，
P－Cymol，　Thymol，　Chlorcarvacrol，　Cttronellol，　Linaloo1，
1・inaloolac．etat，　Campher，　Borneol，　at－Pinen，1－Limonen，
d－Limoe，　Terpineo1，　Terpiη01en，　Men七hol，　Men七hon，
Mentboglycol，　Isopulegol，　EucalyptQl　fJl一あった。
　　b）精汕成分の適用後白樫運動が急速に減弱一ナる場合。
すなわち，・蓮’動元進の時期．が全く．見ら．れずに運動停止に到
るのである。こa．しに属するものはCarvacrol，　Geraniolで
あった。なオらChlorしhymolおよび「⊇、ノポヂ」汕の場合に
は，蝸虫の．個体により（a）または（b）の経過をとり，他の
精汕成分のごとく四一の経過をとらなかった。Guajacol・S），
p－Cymolf」，s’），　Campherii・i「）、，　Mentholi5），　Menth：on15〕などが
蜘虫の白発．蓮動を昂進することはすでに証明されている。
門 馬・眉：城8），板東6）な．どはThymolが蜘虫興奮作用を有
しないと記載しているが，Bachemii），弓田13），　Oelkers「）），
田辺15）などはThymolの興奮作川を1認め，　余もまたこれ
を’1鵜出したのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．恢復の有無；　1∫i発迎動の｛iI∫リヨ麦Bunge氏液に
戻して恢復の有無を調べる実験をおこなった。　ThymOl，
Chlorthymol，　Carvacrol，　ChlQrcarvacro］，「ヘノポヂ」汕
などによる場・合には蝟虫は恢復せず，他の場合には．緩慢な
るド：1発浬動をおこなう程度にまで．恢．復してきた。Dihydro－
eugenol，　Mentholなどに」；つては虫弼虫は短li游l15｝こ蓮動を
停止するが，Bunge氏液に戻すと恢．復する可能性がある．。
こオし｝こ反し，　Chlorearvaerolは虫回虫葺二重11の停．11teこ101．LV　IIII
も嬰するが，・一・．ll．停1トせし．めた後1こは恢．復させない。’文献
によるとCampbpri．h，　Mpntholi～’bに」＝るil劉｛面i虫の圃ψ1〔は
’“：’1・）　Lamsori　et，　al．　：　J．　Pharmac／）1．　＆　Exper，　Therap．　，［）6，
　　60’　〈1936）．
　　　　　　　　　　　　　x
24）　［i［1崎＝二　岡医誌，　60，　9．5　Ci｝斧｛23．〉．
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恢復Ill’能であるが，　Thymo15．IJ「ヘノポヂ」illlll」による痢illl〔
は恢復しないφ余の四脚もこれらの成結を裏，1．1＝きしている
ものと，思わオしる。
　　　4，虫体の麻痺状況；　精汕成分l11で1篁動が停止した
際の蝟虫体は強直｝伏に一硬くたる．場合と，弛媛性購痺と思わ
れる場合とがあった。　Bunge氏液に戻しても恢復しない
場合には例外なく強直状であったが，恢復可能の場合には
強直状の場合（Gua　iacol，　Dihydroehavibetol，　Safrol，　p－
Cymo1，　Geraniol，α一Pinen，　d－Limonen）と，弛緩性の場
合（Citronellol，　Linalool，　Linaloolaceta七，　Campher，1－
Limonen，　Terpineol，　Terpinolen，　Menthol，　Menthon，
Menthoglycol，　Isopulegol，　Euealyptol）とがあり，　また
Dihydroeugenol，　Isoeu営enolとIsochavibetolとの混合
物，　ISDsafrolでは個々の例曽ξ強直ll．kのことと弛緩性のこ
とがあり，Borneolではその硬度は前記2酒’の中1．1Ijであっ
た。
　　　浬動が停止した際の虫体の硬度については，板東6、は
Thymol，「ヘノポヂ」汕では硬いといい，瀟田13）もThYmol
では硬いと述べ，余の成績と一致している。しかし，醐日・113．）’
は「ヘノポヂ」汕では柔軟であったと述べ，余の成績と相
魅しているD
結 論
　　　植物精油成分の駆虫作川を槍討するh的で，
28種の精油成分につv、てill　vitroで豚山111i虫麻111〔力
材艦旧して，次の結果を得た。
　　　i）　Chlorthym　ol，　Carvat　crol，　Dihydrochi，　vibetol，
Dihydroeugenol，　Thymol，　Geraniol，　Menthol等は
麻痒肥大で，なかんづくChlorthymolは最も大で
あったが，P－Cymolの作用はき1わめて粥かつた。
　　　　ii）精油成分ri．1にはこれを豚蛆虫に適用する
と，始め野虫のド1発運動を：尤進させ，後不活艘に
するものと，尤進させすに直ちに．不fl丘澄にするも
のとカミあったカ：，　これ1ま粁ナ添h｝戎ラ｝の脳野卑ブ」のi頒度
の弟によるものと考．吏．られた。　　　　　．
　　　ii｛）蜥虫の運．動がj）’己杢に停止した階・こ，虫依
が硬く強直朕を：．1裟．するものと‘弛緩して柔軟とな
るものが．あった。
　　　iv）蜥虫の肖発蓮動力宝停止L．．た直後に，新鮮
なBunge下肥にもどす．とThymol，　Clllorthymol，
Carvacrol，　Chlorci，　rvacrol，「ヘノポヂ」油では回虫
の｝四重駐隠こ督首夏｛．．なカ｝つゾヒカ：，　その｛UIの粁聲由1戊分で
は総て恢復1一．た。，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27．4。5受付辱）
Summary
　　　The　ascaricidal　properties　of　2｛R　compounds　originating　in　vola，　tile　oils　were　examined　with
asca，　rids　of　the　pig　in　vitro．　The　compounds　were　administered　in　concentration　of　1／1000．
　　　1．　ChlorthJ，mol，　carvacrol，　dihy・drocha‘vibetol，　dihjrdroeugenol，　thymol，　ger，aniol，　and　menthol
alL　g．　hoxved　s　ron．cr．　a，　sci，　ricidal　properties；　chlorthyrnol　“・’ag．　es．　pec｛ally・　effectlve　aga，　inst　piq．r　ascaris．，
while　p一一qvmol　showed　a，　very　s］iLght　de．crree　of　activit．v・
　　　．9．．　While　certain　cornpoundg．　first　f　t｛mulated　the　movement　and　later　paral．ysed　the　worms，
others　simply　paral．vsed　thern・
　　　：．］．　The　compounds　were　divided　in　t“ro　．crroupg．　；　otie　stiffened　and　the　other　relax’ed　the
、vornls　after　cessation　of　their　皿overnent．
　　　4．　When　the　spontaneous　inQvement　of　the　worms　ceased，　they’were’　replaced　in　ne“’Iy
p’repared　Bun．a．．　e’s　solution．　1”he　wornig．　resived　except　in　the　c．ase　of　thyrnol，　chlnrtl］｝・rrnol，
carvacrol，　chlorcars’acrol，　and　chenopodftLin　o｛1・
